
１　調査方法
（１）　調査地域 ：  長野県全域
（２）　調査対象者 ：  県政モニター（県内在住の２０歳以上の男女）

　 １，２０７人（無作為抽出１，１１１人、公募９６人）
（３）　調査方法 ：  郵送又はインターネット
（４）　調査期間 ：  平成２６年８月２０日（水）～９月１日（月）

２　調査内容
次の３項目について７問を設定
（１）　「信州あいサポート運動」について
（２）　県産農産物の認知度・購入意識・食生活について
（３）　県職員の姿勢・行動について

３　回収状況
回収数　９２５人　（回収率 ７６．６％）

【男女別と年代別】

※　割合（％）はすべて、総数（n=925）に対する割合
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　 県政モニターの皆様に対して、県政運営の参考とするために下記のとおりアンケート調査を行いました。
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問１ 「信州あいサポート運動」の認知度

■「信州あいサポート運動」（※）という言葉を「知っている」は約２割

①「知っている（聞いたことがある）」 20.2 ％
②「知らない（聞いたことがない）」 79.4 ％
③ 無回答 0.4 ％

（単数回答）

問２ 「あいサポート」のマークについて

■「あいサポート」のマークについて「見たことがある」は約１割

①「見たことがある」 9.6 ％

②「見たことがない」 89.9 ％
③ 無回答 0.5 ％

（単数回答）

１ 「信州あいサポート運動」について

※「信州あいサポート運動」

誰もが、多様な障がいの特性、障がいのある方への必要な配慮、障がいの有無にかかわらず

共に生きる社会のあり方などを理解して、障がいのある方に対してちょっとした手助けや配慮を

実践することにより、障がいのある方が暮らしやすい地域社会（共生社会）を県民の皆様と一緒

につくっていく運動です。

【込められた意味】

２つのハートを重ねて、後ろの白いハートで

「SUPPORTER（サポーター）」の「S」を表現しています。

ベースとしている「橙色（だいだいいろ）」は、日本の

障がい者福祉に尽力された糸賀一雄氏の残した言葉

「この子らを世の光に」から「光」や、「暖かさ」をイメー

ジするものとしています。

また、「だいだい（代々）」にちなみ、あいサポーター

（障がい者サポーター）が広がって、共生社会が実現

されることへの期待も込められています。「あいサポート」のマーク
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２ 県産農産物の認知度・購入意識・食生活について

■「りんご：シナノゴールド」、「りんご：シナノスイート」、「信州サーモン」は９割以上が認知、
いずれも前年度より増加。「おいしい信州ふーど（風土）」は約１２ポイント認知度が増加。

問３ 信州オリジナル食材等の認知度

①「りんご：シナノゴールド」 96.6 ％ （90.0 ％）
②「りんご：シナノスイート」 94.8 ％ （87.8 ％）

③「信州サーモン」 93.4 ％ （86.9 ％）
ほか（単数回答）

【参考】「おいしい信州ふーど（風土）」 52.2 ％ (40.3 ％)
※（ ）内数値は、平成25年度第2回県政モニターアンケート調査数値

問４ 長野県産又は地場産の購入意識
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（単数回答）

■野菜・果物・きのこは７割以上が意識して購入。前年度に続き高い水準で推移。
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②主食、主菜、副菜を基本としたバランスのとれた食事

③ごはんなどの穀類をしっかりとる

④家庭で料理をつくる際に、時々は地元農産物を利用する

⑤調理や保存を上手にして無駄や廃棄を少なくする

ほとんどできている おおむねできている あまりできていない まったくできていない 無回答

（単数回答）

■「ほとんどできている」と「おおむねできている」を合わせると、調理や保存を上手にして無駄や廃棄を
少なくするの項目では約8割、それ以外の項目は８割以上と前年度に続き高い水準で推移。

問５ 食生活上の実践度

※（ ）内数値は、平成25年度第2回県政モニターアンケート調査数値

※（ ）内数値は、平成25年度第2回県政モニターアンケート調査数値
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■家庭での子育ての「経験あり」が９割弱■「気持ちに余裕がないとき」が約５割■「相談した」が４割超■「夫や妻」、「夫や妻以外の家族や親族」がそれぞれ約７割■「どのような相談先があるのか周知すること」が４割超■「通告・相談先を含めて、通告の義務があることを知っていた」が約４割■「子どもの親（保護者）が腹を立て、虐待がますますひどくなるのではないか」が約５割■「日常的に子どもと関わる機関が的確に子どもの状況を把握すること」が約３割■テレビコマーシャルの認知度が約６割■「児童虐待が社会的に重要な問題だということを理解した」が約７割■原因：社会環境や経済環境の変化による負担の増大やゆとりの喪失■「変化があった」が４割超■「子どもに『あんたなんか、生まれてこなければよかった』とたびたび言うこと」が８割超■「自分自身で解決すべきことだと思ったから」が７割弱⇒ 解決策：子育て世代（世帯）の負担やストレスの軽減■「環境保全活動」が約７割■「観光(利用者として)」が６割弱■「オーバーユース(登山者の増加に伴う植物への影響やゴミ問題等)」が５割超

３ 県職員の姿勢・行動について

問６ 県職員の県民の期待への対応

■県の職員は「県民の皆様の期待にどの程度応えられているか」との問に対し、平均点は
５．９点（前回６．５点）。

■「賛成」と「条件付きで賛成」を合わせて７割超■「５月」が３割超で最も多く、次いで「７月」が２割超■「山の日」が２割超で最も多く、次いで「信州（の）山の日」が約２割

問7 県職員の仕事への取組姿勢

※問6と7は、県が定めた行政経営理念に沿った改革の進捗状況を把握するため、職員の改革に

対する姿勢や行動について、10点満点で点数を付けていただきました。

■県の職員は「高い志と仕事への情熱を持って職務に取り組んでいるか」との問に対し、
平均点は５．９点（前回６．４点）。
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